
、ヲ
。ヤ
ベ
ム
ネ
シ
ゲ

矢
部
宗
主

活
桝
縦
恭

-
nM左

衛
門
o
f
A
先
左
衛
門
の
辿
知
二
白
石
を
4
1
け
て
、
後

一見
に
二
四
百
を
加
へ
、
御
服
部
行
・
大
小
静
杭
円
か

ら
次
第
に
昇
注
し
て
、
前
側
吉
徳
附
御
小
怖
に
主

り
、
日
干
保
六
年
六
且
官
八
日
七
十
七
肢
を
以
て
裂
し

た
。

ク
ロ
ザ
エ
モ
ゾ
山
方
六
郎
左
衛
門
。

ヤ
マ
ガ
タ
日
空
ロ
ザ
エ
モ
ン
山
方
六
部
左
衛
門

正
平
叶
四
年
(
惚
安
二
〉
十
二
且
得
削
加
賀
介
立
房
の

抵
忠
献
に
、
同
年
十
二
且
汁
八
日
山
方
六
郎
左
衛
門

入
道
以
下
の
航
路
っ
た
珠
洲
泌
遊
山
庄
山
方
城
に
馳

向
ひ
、
腕
日
之
を
白
山
古
川
し
た
と
あ
る
。
六
郎
左
衛
門

は
能
殺
の
士
で
、
越
巾
の
宮
方
挑
列
帰
路
守
直
惜
の

奥
鉱
で
あ
っ
た
。

ヤ
マ
ガ
ハ

山
川

内

円

石
川
郷
町
模
住
に
関

す
る
部
、
柄
。
越
鷺
賀
三
州
芯
放
出
削
考
に
、
山
川
村
に

竹
山
畑
山
政
却
の
家
老
山
川
三
河
守
の
郎
跡
が
あ
る
と

し
、泊
出
記
に
は
こ
の
域
に
後
限
装
が
居
た
と
あ
る
。

ヤ
守
ガ

ハ
イ
シ
山
川
右

H
hゴ
ク

石

川
郡
山

川
か
ら
注
す
ろ
一
位
制
。
石
英

mm岩
悦
凝
灰
山お
で
、

相
緑
色
有
法
巾
に
白
色
際
献
の
陶
土
お
物
質
を
混

じ
、
間
甚
だ
秋
い
。

ヤ
マ
ガ
ハ
ウ
ヂ

山
川
氏

け
い
ゴ
ゥ
白
銀
糾
に
、

日
銀
次
郎
家
制
刊
の
四
回
目
山
川
繁
家
を
約
制
と
す
る
。

石
川
一川
山
川
村
に
即
位
し
て
、
訟
に
的
手
と
し
た
の

で
あ
ら
う
。

ヤ
マ
ガ
ハ
コ
ウ
ジ

山
川
孝
次

金
仰
の
白
鎖
倒
。

初
名
山
口
町
八
十
官
。
祢
は
茂
竿
。
天
保
の
頃
柳
川
容

茂
に
宗
現
風
の
彫
法
荷
車
び
、
加
賀
世
間
混
と
抑
制
せ
ら

れ
た
。
文
久
二
年
海
の
白
銀
恥
と
な
り
、
明
治
十
五

年間問。ヤマ
ガ
ハ
ジ
ヨ
ウ
山
川
城

い
ド
ゴ
ウ

石

川

郡

山
川
に
在
っ
て
、
円
山
都
政
親
の
医
山
川
三
河
守
の
屈

で
あ
っ
た
。
今
布
地
緋
し
て
械
と
一一
吉
田
う
て
居
る
。
越
管

到
三
州
芯
放
掛
考
に
、
化
の
地
は
三
河
守
本
窮
地
の

跡
で
、
野
々
市
一
に
在
っ
た
の
は
山
相
也
氏
に
出
仕
す
る

際
の
別
郎
で
あ
ら
う
と
記
す
る
。

ヤ
マ
ガ
ハ
ハ
チ
ロ
ウ
山
川
八
郎

H
ドゴ
ワ

自

盤
崩
常
お
の
{
寸
謎
代
で
あ
っ
た
。
長
官
子
三
年
正
且
笛
守

ヤ
ベ
ム
ネ
マ
サ
矢
部
宗
目
田
辺
斜
械
入

・
八
郎

左
御
門

・
先
左
術
門
。
初
め
新
知
三
刊
石
を
党
け
、

前
町
土
口
徳
附
御
大
小
路

・
御
納
戸
翠
行
に
隠
任
し
、

写
保
六
年
父
先
左
術
門
の
辿
知
附
刊
布
を
党
け
て
自

分
知
を
除
か
れ
、
十
年
五
十
石
を
加
へ

、
十
二
年
小

松
M
M

姐
番
頭
と
な
り
、
元
文
元
年
御
免
、
二
均
残
し

た
。
ヤ
マ
オ
リ
山
下
り

能
央
地
方
で
は
、
山
川
の

核
換
に
従
ふ
も
の
今
治
且
十
七

H
に
山
を
一
卜
り
、
依

め
て
民
事
を
山
開
始
す
る
勾
一

日
の
休
栄
を
行
ふ
こ
と

が
あ
る
。
之
を
山
下
り
と
抑
制
す
る
。

ヤ
マ
ガ
山
家

江
泊
部
哲
犯
の
拠
に
那
谷
舗
の

山
が
あ
っ
て
、
山
家
と
れ
づ
け
る
o
そ
こ
の
仰
ァ
都

知
と
い
ふ
に
、
天
正
中
断
く
那
谷
寺
の
側
拍
円
を
安
む

し
た
こ
と
が
あ
る
と
似
へ
ろ
。

ヤ
マ
ガ
ソ
ウ
サ
山
家
宗
佐

前
川
利
市
の
時
、

御
茶
設
に
召
出
さ
れ
、
合
方
金
十
一仰
を
J
F
Z

け
、
江
文

七
年
に
は
知
行
八
十
行
と
な
・り
、
八
年
制
限
し
た
。

子

孫
相
承
け
た
が
、
四
代
宗一
位
の
問
、
元
文
年
目巾
流
刑

に
雌
せ
ら
れ
て
家
断
絶
し
た
。

ヤ
マ
ガ
ソ
ウ
ボ
ナ
山
家
宗
朴

宗
俊
の
子
。
沈

文
八
年
父
の
後
を
裂
い
で
御
茶
堂
と
な
り
、
A
H

有
力
金

十
一仰
を
得
、
元
総
九
年
知
行
百
石
に
府
し
、
十
年
御

茶
蛍
聞
に
任
ぜ
ら
れ
、
正
徳
二
年
間
目
し
た
。

ヤ
マ
ガ
h
F
ジ
ヨ
ウ
山
方
披

獄
洲
部
若
山
紅
に

在
っ
た
。
今
そ
の
地
を
考
へ
得
ぬ
。

↓
ヤ
マ
ガ
タ
ロ

ヤ

ヘ
ー
ヤ
マ

殺
敬
家
が
一
時
そ
の
位
置
を
快
復
し
、
二
且
務
官
品
を

肱
倒
せ
ら
れ
ん
と
す
る
風
間
の
あ
っ
た
問
、
八
郎
は

サ
入
日
父
筑
後
入
道
と
共
に
酬
明
阪
し
て
、
そ
の
土
占
禁

高
の
助
命
と
領
土
の
明
分
と
を
求
め
た
。

ヤ
マ
ガ
ハ
ミ
カ
ハ
ノ
カ
ミ
山
河
三
河
守

H
hゴウ

ま
た
三
河
に
作
る
。
富
樫
政
鋭
の
家
老
で
、
官
地
論

に
は
、
長
平
二
年
一一拍
尾
誠
陥
古
川
の
問
、
山
内
の
一
授

に
加
へ
ら
れ
、
抵
陀
寺
に
抑
絡
め
ら
れ
た
が
、
越
前

に
川
帆
走
し
た
と
あ
る
。

ヤ
マ
ガ
ハ
ヤ
カ
虫

山

川
館

H
Hゴ
ウ
石
川
部

野
々
市
に
山
川
段
、
品
と
い
ふ
間
山
が
あ
り
、
氏
氷
誌
に

山
川
三
河
守
の
館
法
と
偲
へ
る
と
あ
る
。
↓
ヤ
マ
ガ

ハ
ジ
ヨ
ウ
山
川
城
。

山
上

臥
奈
川
柑
河
原
川
郷
に
協
す
る

ヤ
マ
ガ
ミ

部古川。ヤマ
ガ
ミ
ウ
ヂ

山
上
氏

館
中
目
別
脈
に
、
林
六

郎
光
明
の
四
国古
山
上
六
郎
光
降
、
そ
の
子
揃
六
左
衛

門
尉
忠
光
、
そ
の
子
右
衛
門
財
羽
山
叫
が
忘
る
。
能
楽

郡
山
上
郷
に
住
隠
し
た
の
で
あ
ら
う
。

ヤ
マ
ガ
Z
ゴ

ウ

山

上
郷

能

楽
部
の
出
郷
名
。

和
名
抄
に
也
砥
賀
美
と
制
む
。
正
長
元
年
目
m
山
術
家

の
石
泊
水
八
師
宮
寄
進
献
に
能
楽
部
山
上
郷
が
あ

り
、
沼
正
二
年
V
〈
山
上
郷
を
直
拐
す
べ
き
こ
と
を
命

じ
た
執
建
朕
が
あ
る
。
後
林
光
隆
こ
L

に
位
し
て
子

孫
山
上
氏
を
都
し、

職
附
以
降
ま
た
山
上
郷
が
あ
っ

た。
ヤ
マ
ガ
ミ
ゴ
ウ
山
上
郷
能
祭
却
に
邸
す
る。

滞
政
時
代
に
於
い
て
は
問
子
島
・
冊
子
島
新
・奥
九
郎

島
・典
九
郎
島
新
・
一
q

屋
・
=
一
反
田
・土
室
・
{品伯
・宮

行
新
・岩
本
・絞
滋
彼
・舟
製
品
こ
に
mm
滋
恒
明
烏
〉
・

和
佐
谷
・大
口
・
徳
山・
金
剛
寺
・揚
屋
・
茄
生
・長
翻
・

三
ヲ
口
・岩
内
・火
笠
・来
丸
・山
田
・山
問
先
出
・
出
口
・

合
意
・医，
口
・北
市
・
徳
久
・上
清
水
・
下
前
水
・河
原

新
保
・川端
坐
e

古
口
光
・
=
一池
山
・
末
寺
・
秋
常
・
高
座
・和

問
・
一合
子
・湯
，
谷
・
上
関
溌
・
下
問
波
・知
・
坪
野
・廊

翻
・湖
水
野
・
河
合
・上
野
・下
野
・
径
一
治
水
・上
青
谷
・

下
菅
谷
・四
佐
民
・
三
仰尽
・三
ク
鹿
野
・河
似
山
・仰
仰
令

野
の
五
十
九
今
村
を
含
ん
で
蹄
た
。

ヤ
マ
ガ
ミ
ゼ
ン
エ
モ
ン
山
上
善
右
衛
門
前
付

窓
腕
。
掛
川
の
御
大
工
。
覧
永
ア九
年
行
制
さ
れ
、
広
J
I

伎
を
賜
は
り
、
正
保
三
年
知
行
百
石
を
賜
は
っ
た
。

梯
天
誠
一
白
・部
制
山
寺
・妙
成
寺
そ
の
他
議
右
術
門
の
恕

築
し
た
も
の
は
多
い
。
子
伊
左
衛
門
そ
の
肢
を
裂
い

だ
が
、
こ
れ
は
切
米
で
あ
っ
た
。

ヤ
マ
ギ
シ

山

岸

江
部
制
下
前
聞
の
門
の
小
デ。

太
平
沼
.
に
、
加
到
凶
の
住
人
政
地
伊
豆
守
・
山
内
伴
新

左
衛
門

・
上
木
平
九
郎
以
ド
の
者
共
と
あ
る
新
左
衛

門
付
、
こ
の
地
の
人
で
あ
ら
う
。

ヤ
マ
ギ
シ

山
走
路
れ
阿
部
巾
ぬ
の
内
の
小
守。

ヤ
マ
ギ
シ
山
岸

関
京
都
河
原
出
郷
に
臨
す
る

惚
wm
。
長
谷
部
信
辿
の
日
舶
は
こ

与
に
在
っ
た
と
い

ふ
。
能
鷲
誌
に
、『
信
辿
刈
此
所
に
て
卒
川
町
せ
ら
る
o

H
ハ比
の
城
跡
は
、
山
山
師
村
の
恨
村田叫
の
郷
ーι
呼
べ
る

地
に
て
、
城
下
の
跡
を
ば
一
一
新
川
な
ど
込
呼
び
て
地

名
に
残
れ
り
。
』
と
見
え
、
又
そ
の
域
別
町
も
、
白
木
の

初
方
自
上
に
、『
山
停
村
稲
川
之
巾
に
、
回
。
二
十
附

段
、
前
さ
四
五
尺
山
田
之
町
き
所
有
之
。
長
谷
部
信
辿

滋
間
山
之
問
巾
停
候
。
』
と
あ
る
。

ヤ
マ
ギ
シ
イ
チ
ロ
エ
モ
ン
山
岸
市
郎
右
衛
門

山
岸
統
的
合
の
組
。
附
田
安
三
年
小
松
に
於
い
て
御
門
叫

用
者
と
し
て
召
抱
へ
ら
れ
、
瓜
治
二
年
金
保
に
来

て
御
お
刑
制
面
に
勤
め
た
。
資
永
近
年
五
且
十
四
日

夜
。
ヤ
マ
ギ
シ
ガ
ハ

凡
O
H

け。

J

J

 

ヤ
マ
ギ
シ
ギ
ザ
エ
モ
ン
山
岸
川

J
ワ
ジ
マ
ガ
ハ

4告

山
岸
僅
左
衛
門

:n; 
称

八
六
七


